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には破壊されてしまう O 城は 7世紀にメッツ司教の庇護下に再建され、ザールブ
リュッケンが地名として文献に初出するのは 999年のことである o 12世紀に入る
と付近一帯はザールブリュッケン伯領となり、その中心となる集落としてザールブ
































































































































































めたのは、ザールブリュッケンより少し遅れて 1860年代からである 180 フライブ
ルクの場合、重要な特徴のーっとして、市域外からの人口流入が増大し続けること
がある o 1880年の統計によれば、 m居住人口のうちフライブルクで出生した者の
占める割合は 35%弱で、 54%がバーデン領内から、 10%がドイツ帝国領内から、 3%
が諸外国からの移住者であった。 1907年には、さらに市内出生者の割合は下がり、
市内就業者41.146人中のわずか 18.3%の 7517人を占めるに過ぎない。 1861年から






ると、 1864年にはその 72%が下層に属していたが、 20世紀初頭にはその割合は
60%を切るまでになっている O 代わって、上流階層に分類される職種についている
者が全体の 5.9%から 10.7%に、中流階層が21.8%から 29.8%に増大している O 市
民の納税額を見てもほぼ向じ傾向が見てとれる O フライブルクに大規模な工業が立
地していなかったわけでは決してなく、従業員数20人以上の工場で働く労働者の
































( 1 )ザールラント燃立劇場の歴史 3:t 英史
ザールブリュッケン市の音楽文化は、フライブルク市によとべれば、ずっとささや
かなものである o 18世紀後半のザールブリュッケン候留の宮廷時代には、宮廷劇

































































Abb. 90: Das neve Theater 
図表 l ザールブリュッケン新劇場、
完成時の姿(1938)
出典 Geschichteder Stadt Saarbrucken. 
hrsg. v. Rolf Wittenbrock， Bd.2， 
Saarbrucken 1999， S.319 
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は変わらず、市の文化政策に対する批判はますます大きくなっ t~o 1988年にはナト|
が全面的に運営をヲ!き継ぎ、市立劇場は州立劇場と改称されるに至った290


















































髪締~ (ロッシーニ)、《メキシコの征服~ (リーム)、《魔笛~ (モーツアルト)、《エ
フゲニー・オネーギン~ (チャイコフスキー)、〈蝶々夫人~ (プッチーニ)、《パルツイ











































































































































































































( 1 )フライブルク劇場の歴史 辻英史
I .劇場建設から 20世紀初頭まで






























D叫 E淀川 Frcil凡Hl4口 5凶 luh曲 tr:r(t:'l(主I1ncti91u} 
図表2 フライブルク市立劇場、
竣工時の姿(1910)
出典:Hans-Reinhard M白ler.Ein deutsches 
Stadt-Theater. Freiburg im Breisgau 1866二1966





















































年の市議会議員選挙ではナチ党は初めて 14議席を獲得し、 -rh参事会にも 3名を送
り込んだ。 1932年7月のライヒ議会選挙ではフライブルク選挙区で得票率は過去
最高の 29.6% に達した。しかし、フライブルクでもナチ党の勢力拡張はこのとき m~



















その後に新しく招請された支配人がヌーファ-W olfgang N uferであった O この

























シーズン オペラ オペレッタ その他* j実話oJ
24/25 46.8 15.0 0.6 37.6 
25/26 41.4 14.2 0.0 44.4 
26/27 42.5 19.0 0.3 38.2 
27/28 37.5 19.6 0.8 42.0 
28/29 42.0 14.9 1.7 41. 4 
29/30 37.4 21.5 0.3 40.8 
30/31 30.8 28.3 3.1 37.7 
31/32 32.1 29.4 1.3 37.2 
32/33 33.3 23.0 3.6 40.1 
33/34 37.8 16.7 4.2 41. 4 
34/35 30.8 20.3 8.1 40.8 
35/36 35.7 17.4 9.1 37.8 
36/37 24.6 11. 6 6.3 57.4 
37/38 25.7 14.6 8.8 50.9 
38/39 22.5 18.8 7.8 50.8 
39/40 27.2 19.2 5.6 48.0 
40/41 28.3 20.9 3.9 46.9 
41/42 26.9 14.4 7.9 50.9 
42/43 26.7 12.6 7.5 53.2 





出典 :1古omasSalb， T rutzburg Deutschen 
Geistes. Das Stadttheater Freiburg in der Zeit des 
Nationalsozialismus. Freiburg 1993. S. 257. 





















高い作品は、 1939年以降はほとんど上演されなくなっている O 一方、 30年代に急
増し、戦時中もさらに増えたのが、悲劇・喜劇を関わず娯楽作品の上演で、ある。こ









































t~o 死者 2797 名、負傷 9600 名を数え、建物の 7 割以上が破壊された570 市立劇場
もこのとき炎上したのである O しかも戦線は西からフライブルクに近づきつつあっ


























場部門はヘルベルク MartinHellbergのもとで 1945年の 10月には焼け残ったカジ
ノのホールに間借りして公演を再開した。ここは本来はヴァリエテであったところ









































フマンの自にとまり、同年 1月になってメルシュと建築技術者レーア AlbertM 
Lehrがi日劇場再建の可否について調査を委嘱された。両者の結論は、再建が技術
的にも芸術的にも最善であるというものであった。これを踏まえて、市長はさらに




















































出典 :Freiburg 1944-1994. 
Zers伽 mgund Wiederaφau. hrsg. v.d 
Stadtarchiv der Stadt Freiburg 

































1960/61 1961162 1962/63 1963/64 1964/65 
大民主iJJj オベフ 105 106 118 120 
オペレッタ 62 63 58 56 
渓届ilJ 88 84 80 76 
カーニ1¥1t" 4 
オーケストラ・コンサート 16 16 16 16 
特別コンサート 2 3 
外部団体公演 11 12 14 11 
室内感IJt議 渓応l 151 153 158 187 
外部団体公渓 11 5 9 9 
野外公淡 市庁舎中庭 25 26 15 16 
客淡 オペラ・オペレッタ 13 12 9 6 
渓i初j 14 13 14 15 
その他本 14 9 6 11 
合計 516 500 500 524 
本総j夜会、餓談会、記念式典、追悼の夕べなど
図表5 フライブルク市立劇場の演目 (1960年代前半)
出典:Hans-Reinhard Muller. Ei刀法μtschesStadt-Theater. 
Freibm玄imBreisgau 1866-1966 






































































































































サイレント映画 ~i誌の灯~ (1931)のライヴ音楽付き上映が行われている O この作
品は音楽もチャップリン自身が作曲しており、こうした催しを通じて、音楽や映画
の歴史的変遷についても子供たちは意識を向けることになるだろう(12歳以上向




















いう役割劇 Rollenspieleとなっている O フェイスブックや生徒 1)スト SchuelerVZ
(VZ= Verzeichnis)にのめり込む若者も多いドイツ社会の現状を踏まえたテーマ設












































































































































観する O まず予算総額は 2506万7950ユーロであり、そのうち入場料など劇場の自
己収入が303万ユーロである O また当該劇場は市立劇場ではあるものの、バーデン・
ヴュルテンベルク州からの補助金も受け取っており、その額が734Jj 3000ユーロ
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